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R3第 2回奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島 
世界自然遺産地域科学委員会(20220324) 

モニタリング計画に基づく令和２（2020）年度モニタリングの評価結果一覧

（案） 

 

 はじめに 

 本遺産地域では、遺産価値の維持又は強化を目的として、令和元（2019 年）８月に「世

界自然遺産推薦地モニタリング計画」を策定し、令和元（2019）年度から運用してい

る。 

 今回、モニタリング計画において設定された指標について、基本的に令和 2（2020）年

度の調査結果を収集・整理し、評価シートを作成した。 

 モニタリング計画では、各指標の調査結果に対して、各指標の評価周期ごとに定性的・

定量的評価基準に基づく 4 段階評価（表 1）を各地域について行うこととしている。 

 一部の指標については必要に応じて数値目標（定量的評価基準）を設定し、定性的

評価基準と併せて総合的に評価することができるが、現時点では定量的評価基準

を設定した指標は「指標 17①島別の入込者数・入域者数」の一地域のみで、それ

以外の評価は、全て定性的評価基準による評価である。 

 評価結果は、科学委員会からの助言を受けたのち確定し、その後、地域連絡会議の各地

域部会に報告され、地域部会における遺産地域の保護管理にて活用していくこととな

っている。 

 

 評価結果と保護管理上の課題について 

 モニタリングの評価結果は、世界遺産推薦時（令和元（2019）年）の保全状況及び取り

組まれている保全対策を評価のベースラインとしている。令和 2（2020）年度の評価の

結果、多くの指標が「Ｓ」又は「Ａ」と評価された一方で、４つの指標については、遺

産価値に一定の悪影響又はそのおそれが認められ、保護管理を見直すことが望ましい

と評価される「Ｂ」とされた。また、一部の指標については、調査を開始して間もない

等の理由から「未（未評価）」と評価しており（詳細は各評価シートを参照）、保護管理

の方針検討において留意する必要がある。 

 以下に、「Ｂ」とした指標の評価結果概要と、保護管理に関する課題を整理した。また、

全ての指標の評価結果を表 2 に一覧表として示した。なお、「Ａ」と評価された指標に

ついても保護管理上の課題を挙げている指標があり、詳細は各評価シートを参照のこ

と。 

 

「Ｂ」評価の指標に関する評価結果と保護管理上の課題 

 【指標 11 交通事故の発生状況】 

 ○評価結果 

交通事故件数の増加傾向がピークアウトしつつあると考えられる沖縄島北部

を「Ａ」と評価した一方で、件数が増加傾向にある奄美大島、徳之島及び西表島
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を「Ｂ」と評価した。 

○保護管理上の課題 

希少種の交通事故については、平成 30（2018）年５月４日 IUCN 評価結果に

おける指摘事項及び令和 3（2021）年７月 26 日の IUCN 評価結果における要請

事項としても対応が求められており、現在、ロードキルタスクフォース事務局に

おいて今後の対策が検討されている。 

 

 【指標 12 外来種による捕食状況】 

○評価結果 

いずれの島でも、近年はほぼ毎年１件以上のイヌ・ネコによる希少種の捕食被

害の確認がある。対策が進んでいる奄美大島を「Ａ」と評価した一方で、徳之島

及び沖縄島北部については対策の強化を検討する必要があることから、定性的

評価を「Ｂ」と評価した。なお、西表島は集計対象外だが、イリオモテヤマネコ

の死体について死因検索を実施しており、外来哺乳類による捕食被害等は確認

されていないことから、定性的評価は「Ｓ」又は「Ａ」に相当すると考えられる。 

○保護管理上の課題 

ノネコ、ノイヌを含む侵略的外来種対策については、平成 30（2018）年５月

４日 IUCN 評価結果における指摘事項としても対応が求められており、今後、

徳之島及び沖縄島北部においても、希少種生息域におけるイヌ・ネコの防除の強

化と、「指標 15② 飼い猫の数」における適正飼養の推進を一体的・計画的に進

めることが求められる。 

 

 【指標 15① 遺産地域・緩衝地帯におけるネコの生息状況】 

 ○評価結果 

【指標 12】と同様、対策が進んでいる奄美大島を「Ａ」と評価した一方で、

徳之島及び沖縄島北部については対策の強化を検討する必要があることから、

定性的評価を「Ｂ」と評価した。なお、西表島については、竹富町、地域住民、

NPOの継続した取り組みにより、現在は飼い猫のみとなっていることから本評

価シートの対象外としたが、このような経緯から「Ｓ」評価相当の状態といえる。 

保護管理上の課題 

ノネコ、ノイヌを含む侵略的外来種対策については、平成 30（2018）年５月

４日 IUCN 評価結果における指摘事項としても対応が求められており、今後、

徳之島及び沖縄島北部においても、希少種生息域におけるイヌ・ネコの防除の強

化と、「指標 15② 飼い猫の数」における適正飼養の推進を一体的・計画的に進

めることが求められる。 

 

 【指標 15② 飼い猫の数】 










